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　４月から、島内の小中学校では、給食でトキをデザインしたパッケージの牛乳が提供されています。トキパック牛乳の
提供に合わせ、子どもたちに牛乳に親しみを持ってもらい、栄養や流通についても知ってもらおうと、赤泊小学校で牛乳
に関する学習会と給食会が行われました。
　市では佐渡産牛乳の販売を支援し、佐渡産牛乳の消費拡大と、地域農業の活性化につながるよう期待しています。

トキをデザインした新パッケージ「かわいい」と子どもたちに好評

牛乳を知ろう
４月16日

赤泊小学校で
牛乳の学習会・給食会

学習会 給食会

子牛とのふれあい



2

伝えよう 感謝の気持ちを トキめきを

�No.36

　
大
会
を
盛
り
上
げ
る
！

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
佐
渡
市
実
行
委
員
会

で
は
、
国
体
開
催
に
向
け
て
気
運
を
高
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
会
成
功
に
向
け
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
国
体
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
お
も
て
な
し
の
心
を
こ
め
て

　
　
　
　
　
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う

　

大
会
期
間
中
は
、佐
渡
市
に
も
た
く
さ
ん

の
選
手
や
大
会
関
係
者
が
訪
れ
ま
す
。お
も

て
な
し
の
心
で
温
か
く
皆
さ
ん
を
迎
え
、佐
渡

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

本大会は9月₂₆日㈯～₁₀月6日㈫に

開 催 さ れ ま す
トキめき新潟国体
佐渡市実行委員会事務局
市役所国体推進課　☎６３－３１９５

第64回国民体育大会トキはなて　君の力を　大空へ

　

国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の

　

祭
典
が
45
年
ぶ
り
に
新
潟
県
で
！

　

国
体
は
、毎
年
、各
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
、我
が
国
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
す
。各
都
道
府
県
を
代
表
す
る
選
手
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、日
頃
鍛
え
た
力

と
技
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

新
潟
県
で
国
体
が
開
か
れ
る
の
は
２
回
目
で
、前
回
は
今
か
ら
45
年
前
の
１
９
６
４

年（
昭
和
39
年
）に
第
19
回
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国体ＰＲキャン
ペーン

競技会場クリーン大作戦

花いっぱい運動で国体開
催を盛り上げる

みんなで踊ろう！
トッキッキダンス

ご協力
お願いします！

�社会福祉法人佐渡福祉会 知的障害者通所施設

「まつはらの家・あんずの家」で国体記念品を製作中！
　トキめき新潟国体の佐渡市開催にあたり、島外から訪れる多
くの選手・監督へお渡しする記念品を「まつはらの家」と「あんず
の家」で製作しています。記念品は、佐渡の木「アテビ」を使った
コースターで、8月末までに750枚ずつを完成させる予定です。ア
テビの木材から10センチ四方の板の切り出しを行い、カンナをか
けた後、20分間研磨し、焼き印を押してできあがりです。
　取材に協力いただいた多治見さんは全国障害者スポーツ大
会ボウリング競技で優勝経験もあるそうで、現在、多治見さんを含めた５人の作業員さんが一つひ
とつ心をこめてコースターを製作しています。

私たちも応援
しています！

焼印を押して完成

研磨する作業
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国体本大会【佐渡市で開催される競技】
…正式競技

競技名 会　場 競技日程

軟式野球
（成年男子）

サン･スポーツランド畑野野
球場／つつじヶ丘公園佐
和田野球場

9/27㈰・
28㈪

バスケットボール
（成年男子） 両津総合体育館 10/2㈮～

5㈪
…デモンストレーションとしてのスポーツ行事

競技名 会　場 競技日程
ソフトバレー
ボール

真野中学校体育館／佐渡
スポーツハウス 9/27㈰

グラウンド・
ゴルフ

小木城山公園グラウンド・
ゴルフコース 10/4㈰

国体イベント目白押し！
　　　みんなで参加しよう！
開催までの期間、国体に関するたくさんのイベントが行われます。
期日 行事名 会場

★�5/23㈯
　・24㈰

トキめき新潟国体開催
記念事業「高校野球親
善試合」

サン･スポーツラン
ド畑野野球場／つ
つじヶ丘公園佐和
田野球場

6/1㈪ 炬
きょ

火
か
※イベント

「採火式」
佐渡金山高任神
社公園（相川）

6/14㈰ 炬火イベント
「炬火リレー」

市内
（新穂地区以外）

★6/21㈰ 100日前記念イベント「桑
田真澄講演会」

アミューズメント佐
渡

7/5㈰ 炬火イベント
「炬火リレー」・「集火式」

行谷小学校グラウ
ンド

7/19㈰・
　20㈪

トキめき新潟国体開催
記念事業「国体成年男
子強化試合」

両津総合
体育館

9/19㈯ 競技会場周辺クリーン
アップ大作戦

市内国体競技会
場

9/26㈯ トキめき新潟国体
総合開会式

東北電力ビッグス
ワンスタジアム（新
潟市）

9/26㈯～
10/6㈫

トキめき新潟国体
本大会 県内各地

※炬火とは、オリンピックでいうところの「聖火」にあたる火のこと

CNS国体新番組
『トキめき満載！新潟国体！』放送中
　CNSアナウンサーが国体に関するイベントなどをお
知らせしたり、色 な々場所でロケをしたりと、地域に飛
び込みながら国体の開催に向けて盛り上げていく
楽しい５分番組です。
　行政ニュースの前にどうぞご覧ください。
放送時間：平日12:30～、20:55～（１日２回）

★『若い力」を応援しよう！

高校野球親善試合
　トキめき新潟国体開催記念事業として『高校野球親
善試合』を開催します。島外から２チームの強豪高校を
招いての試合は一見の価値ありです！選手たちが青春の
火花を散らし、繰り広げる熱戦をぜひご覧ください。
日　時　5月23日㈯・24日㈰
会　場　サン・スポーツランド畑野野球場
　　　　つつじヶ丘公園佐和田野球場
招請チーム　私立東京学館新潟高等学校
　　　　　　県立新潟商業高等学校
試合日程

期日 会場 開始
時間 対戦カード

5/23

サン・スポーツ
ランド畑野野
球場

11:00～ 東京学館新潟vs羽茂

14:00～ 東京学館新潟vs佐渡総合

つつじヶ丘公
園佐和田野
球場

11:30～ 新潟商業vs両津

14:30～ 新潟商業vs相川

5/24
サン・スポーツ
ランド畑野野
球場

10:00～ 新潟商業vs東京学館新潟

★元メジャーリーガーが佐渡にやってくる！
トキめき新潟国体佐渡市１００日前イベント

桑田真澄講演会

日　時　6月21日㈰午後6時30分　開演
会　場　アミューズメント佐渡　大ホール
入場料　一般　1,500円　高校生以下　500円
　　　（全席自由）
主 催　�佐渡市教育委員会アミューズメント佐渡�

トキめき新潟国体佐渡市実行委員会
お問い合わせ��アミューズメント佐渡�
　　　　　　　☎52‐2001
入場券のお求めは：アミューズメント佐渡・市役所国体推進
課・丸屋書店（両津）・曽我商店（相川）・ヤマゴ（金井）・本
間書店（畑野）・池田屋商店（真野）・玉箋堂（羽茂）・ホンマ
衣料品店（新穂）・各地区公民館

テ
ー
マ

 
夢
を
あ
き
ら
め
な
い

5月

6月
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公
的
年
金
分
の
個
人
住
民
税
（
市
県
民

税
）
を
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
す
る
制
度
が
、
平
成
21
年
10
月
の
支
給

分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　　

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、
個
人
住

民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、
現
在
、
口

座
振
替
や
、
市
役
所
、
金
融
機
関
に
出
向

き
、
窓
口
で
個
人
住
民
税
を
お
支
払
い
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
制
度
導
入
に
よ

り
、
公
的
年
金
分
の
個
人
住
民
税
が
公
的
年

金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

◆…

対
象
と
な
る
方

　

４
月
１
日
現
在
、
公
的
年
金
（
国
民
年
金

法
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
、
旧
国
民
年
金
法

お
よ
び
旧
厚
生
年
金
保
険
法
等
に
よ
る
老
齢

年
金
等
）
を
受
給
さ
れ
て
い
る
65
歳
以
上
の

方
で
、
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
除
き
ま

す
。

・�

老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が
18
万
円
未
満

の
方

・�

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
る
個
人
住
民

税
の
額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
を

超
え
る
方

◆…

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
る
税
額

　

公
的
年
金
の
年
金
所
得
に
か
か
る
均
等
割

額
お
よ
び
所
得
割
額
で
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
所
得
の
ほ
か
に
給
与
所
得

が
あ
り
、
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
が
特
別
徴

収
（
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
方
の
均
等
割
額

は
、
公
的
年
金
か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ

ん
。

公的年金分の個人住民税を
公的年金から特別徴収（天引

き ）
す る 制 度 が 始 ま り ま す

10月から実施

◆徴収の方法
特別徴収（天引き）制度が導入される平成21年度、または新たに特別徴収（天引き）の対象となった年度
普通徴収（納付書・口座振替による納付） 特別徴収（天引き）

6月 8月 10月 12月 2月
年税額の1／4 年税額の1／4 年税額の1／6 年税額の1／6 年税額の1／6

特別徴収（天引き）2年目以降
年金支払月

仮徴収 本徴収
4月 6月 8月 10月 12月 2月

前年度の下半期に
徴収した額の1／3

前年度の下半期に
徴収した額の1／3

前年度の下半期に
徴収した額の1／3

年税額から仮徴収額
を控除した額の1／3

年税額から仮徴収額
を控除した額の1／3

年税額から仮徴収額
を控除した額の1／3

※�年金所得以外の所得にかかる個人住民税および特別徴収の対象とならない方の個人住民税は、従来どおりの方法により、お支
払いいただくことになります。

社会保険庁など
（年金保険者）

年金受給者

個人住民税
市役所

納税に出かける
必要がなくなって
便利

年金保険者が、年金から住民税を天引きして、
市に直接納入

特別徴収（天引き）制度の実施で…

税務課からのお知らせ　☎63-5110（市民税係）



5

　

介
護
保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
21

年
度
の
介
護
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
介

護
保
険
料
の
改
定
は
、
今
ま
で
の
介
護
給
付
実

績
を
も
と
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
３
年
間
に
市
民
の
方
が
利
用
す
る
介
護
給
付

費
を
推
計
し
、
保
険
料
を
算
出
し
ま
す
。

介
護
給
付
費
の
増
加
に
伴
い 

　
　
　

介
護
保
険
料
も
増
加

　

介
護
給
付
費
は
全
国
的
に
年
々
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
佐
渡
市
に
お
い
て
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
も
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
、
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
数
が
増
加
し
て
お
り
、
施
設
等

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り

介
護
給
付
費
が
増
加
す
る
見
込
み
か
ら
、
こ
の

費
用
に
あ
て
ら
れ
る
介
護
保
険
料
を
引
き
上
げ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
定
に
よ
り
基
準
と
な
る
保
険
料
は
、
年
額

４
万
９
０
０
０
円
（
９
４
０
０
円
増
）
で
す
。

ま
た
、
所
得
の
低
い
方
の
負
担
能
力
に
配
慮

し
、
第
４
段
階
を
２
つ
に
細
分
化
し
た
新
し
い

６
段
階
区
分
制
と
な
り
ま
す
。

年
度
当
初
は
仮
の
保
険
料
で
す

　

年
度
当
初
は
、
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る

前
年
の
合
計
所
得
等
が
確
定
し
て
い
な
い
た

め
、
仮
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

４
、６
、８
月
は
、平
成
20
年
度
２
月
と
同
じ
額

と
な
り
ま
す
が
、本
徴
収
期（
10
、12
、翌
２
月
）

の
額
が
大
き
く
増
減
す
る
と
予
想
さ
れ
る
方

は
、６
、８
月
の
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

○�

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
）

４
、
６
月
の
保
険
料
額
は
、
平
成
20
年
度
の

保
険
料
段
階
に
基
づ
き
、
保
険
料
年
額
相
当

の
６
分
の
１
ず
つ
の
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
正
式
決
定
は
８
月

　

保
険
料
の
決
定
は
市
民
税
が
確
定
す
る
６
月

を
待
っ
て
、
８
月
に
正
式
決
定
し
ま
す
。

　

保
険
料
確
定
後
、
普
通
徴
収
の
方
は
８
月
以

降
の
納
期
で
、
特
別
徴
収
の
方
は
10
月
以
降
の

納
期
で
差
額
を
調
整
し
、
個
人
あ
て
に
通
知
さ

れ
ま
す
。

平成21年度から
介 護 保 険 料 が
変 わ り ま す

保険料
段階

年間保険料額
（割合） 対象者

第１段階 24,500円
（基準額×0.50）

・生活保護受給者
・�市民税非課税世帯で、老齢福祉
年金受給者

第２段階 24,500円
（基準額×0.50）

市民税非課税世帯で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下の方

第３段階 36,700円
（基準額×0.75）

市民税非課税世帯で、
第１段階および第２段階に該当し
ない方

第４段階
（１）

45,500円
（基準額×0.93）

市民税課税世帯（本人は市民税
非課税）の方で、前年の合計所
得金額と課税年金収入額の合計
が80万円以下の方

第４段階
（２）

49,000円
（基準額）

市民税課税世帯（本人は市民税
非課税）の方で、第４段階（１）に
該当しない方

第５段階 61,200円
（基準額×1.25）

市民税が課税の方で、前年の合
計所得金額が200万円未満の方

第６段階 73,500円
（基準額×1.50）

市民税が課税の方で、前年の合
計所得金額が200万円以上の方

※�介護報酬改定の影響を抑制するため、特別対策の実施により保険料は毎年変
更になります。

生活保護を受給している

市民税を
納めている

同じ世帯に
市民税を納
めている人
がいる

前年の合計所得金
額が200万円以上

前年の課税年金
収入額＋合計所
得金額が80万円
以下

前年の課税年金
収入額＋合計所
得金額が80万円
以下

老齢福祉年金を受給している

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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市
で
は
、
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
市
が
委
嘱
し
た
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
、
市
民
団
体
や
企
業
が
主
催

す
る
環
境
講
演
会
、
研
修
等
に
講
師
と
し
て
派

遣
し
ま
す
。

　

派
遣
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

派
遣
の
手
続
き

１�　

主
催
者
は
講
演
内
容
（
日
程
、
テ
ー
マ
、

講
師
希
望
）
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所

ト
キ
共
生
・
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
お
よ
び

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ
る

「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
実
施
の
１
か
月
前
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２�　

市
で
派
遣
申
請
書
を
審
査
し
、
派
遣
の
採

否
を
主
催
者
側
に
通
知
し
ま
す
。

　

ト
キ
野
生
復
帰
や
環
境
保
全
活
動
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
を
進
め
る
た
め
、

環
境
サ
ポ
ー
タ
ー（
環
境
応
援
団
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。登
録
い
た
だ
い
た
団

体
に
は
市
か
ら
登
録
証
を
発
行
し
ま
す
。環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
に
つ
い
て

は
、市
役
所
ト
キ
共
生・環
境
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
手
で
、ト
キ
が
は
ば
た
く
美
し
い
佐
渡
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
登
録
の
対
象
と
な
る
団
体　

※
⑴
か
ら
⑹
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

⑴�

市
内
に
事
務
局
や
事
業
所
等
が
あ
り
、
主
な
活
動
地
域
が
市
内
に
あ
る

こ
と

⑵�

運
営
が
自
主
的
に
行
わ
れ
、
代
表
者
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

⑶�

堅
実
な
活
動
実
績
が
あ
り
、
複
数
年
継
続
し
て
活
動
す
る
見
込
み
が
あ

る
こ
と

⑷
団
体
等
の
構
成
員
が
、
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と

⑸
環
境
保
全
活
動
が
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

⑹
活
動
分
野
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

　

ア　

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動

　

イ　

環
境
美
化
に
関
す
る
活
動

　

ウ　

ご
み
減
量
化
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
関
す
る
活
動

　

エ　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
活
動

　

オ　

ト
キ
の
野
生
復
帰
支
援
に
関
す
る
活
動

　

カ　
�

ア
か
ら
オ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
に
関
す
る
活
動
で

市
長
が
認
め
る
も
の

「環境アドバイザー」
を派遣します

環境アドバイザー派遣制度をご利用ください

お問い合わせ
市役所トキ共生・環境課（環境企画係）

☎63‐3113

氏　　名 所　属　、　資　格 分　野
大平　トシ ＮＰＯ法人エコひびき佐渡

エコライフ

近藤　洋子 ＮＰＯ法人エコひびき佐渡

十文字　修 環境カウンセラー、NPO法人�循環の
島研究室

山田　智子 佐渡市連合婦人会
谷中　隆明 ㈶新潟県環境保全事業団

安藤　卓也 不法投棄監視員ネットワーク事務局
長、佐渡森林・林業教育指導員

生活環境橋 本 　 弘 不法投棄監視員、ＮＰＯ法人佐渡総合
プロデュース機構、海浜美化指導員

本間　英理 不法投棄監視員ネットワーク会長
福原　晴夫 新潟大学教育人間科学部教授

井上　由香 NPO法人しまみらい振興機構理事
兼事務局長 環境教育

坂田　金正 獣医学博士
自然環境近辻　宏帰 元新潟県佐渡トキ保護センター長

仲川　純子 ＮＰＯ法人トキどき応援団事務局長

氏　　名 所　属　、　資　格 分　野
花田　祐司 獣医師

自然環境

本間　航介 新潟大学農学部准教授

斎藤真一郎
新潟県認定エコファーマー、ＮＰＯ法
人トキどき応援団、佐渡トキの田んぼ
を守る会会長

佐々木邦基 ＮＰＯ法人トキどき応援団、佐渡トキ
の田んぼを守る会

計良　武彦 ＮＰＯ法人トキどき応援団理事長

関島　恒夫 新潟大学大学院自然科学研究科准
教授

関谷　國男 新潟大学教育支援員
近藤　敬一 国指定小佐渡東部鳥獣保護区管理員

自然観察
自然体験

土屋　正起 国指定小佐渡東部鳥獣保護区管理員
北條　睦夫 佐渡市文化財保護審議会委員
本 間 　 了 ダイビングインストラクター
中川清太郎 日本自然保護協会自然観察指導員
石 澤 　 進 元新潟大学理学部教授

佐渡市環境アドバイザー

「環境サポーター」
  を募集します
環境サポーターに
　登録してみませんか？
お問い合わせ
　市役所トキ共生・環境課
　　（環境企画係）☎63‐3113

（敬称略）
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「
第
４
期
佐
渡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」（
素
案
）
に
つ
い
て
、
平
成

21
年
１
月
26
日
～
２
月
16
日
の
期
間
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
内
容
に
対
し
て
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
第
２
章　

高
齢
者
を
取
り
巻
く
現
状

　

第
２
節　

�

高
齢
者
保
健・福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
状
況

・
高
齢
者
福
祉
事
業
の
状
況
…
…
…
…
…

１
件

・
家
族
介
護
支
援
事
業
の
状
況
…
…
…
…

１
件

○
第
３
章　

計
画
の
基
本
理
念
と
基
本
方
針

　

第
３
節　

計
画
の
基
本
方
針

・
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
推
進
…
…

１
件

○
第
４
章　

高
齢
者
の
保
健
と
福
祉
施
策

　

第
３
節　

�

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
推
進

・
家
族
介
護
支
援
事
業
…
…
…
…
…
…
…

１
件

・
住
宅
改
修
支
援
事
業
…
…
…
…
…
…
…

１
件

　

第
４
節　

�

社
会
参
加
を
促
進
す
る
地
域
づ
く
り

の
推
進

・
社
会
参
加
の
促
進
…
…
…
…
…
…
…
…

１
件

○
第
７
章　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み

　

第
１
節　

�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
量
の
見
込

み

・
標
準
的
居
宅
サ
ー
ビ
ス
…
…
…
…
…
…

１
件

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
…
…
…
…
…
…

１
件

・
施
設
サ
ー
ビ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
件

○
第
８
章　

事
業
の
円
滑
な
運
営
と
推
進
体
制

　

第
４
節　

介
護
給
付
費
適
正
化

・�

事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
及
び
介
護
報
酬

請
求
の
適
正
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
件

　

佐
渡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
福
祉
事
業
や
介
護

保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
総
合
的
な
計

画
と
し
て
、
事
業
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
目
標

量
等
を
定
め
る
も
の
で
、
３
年
ご
と
に
策
定
し
て

い
ま
す
。

　

第
４
期
計
画
（
計
画
期
間
…
平
成
21
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
）
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
の
保
健
・

福
祉
事
業
の
充
実
に
努
め
、
ま
た
、
介
護
予
防
と

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
の
推
進
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
指
定
し
た

閲
覧
場
所
（
市
役
所
高
齢
福
祉
課
、
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
市
民
生
活
係
、
中
央
図

書
館
、
佐
渡
市
公
民
館
、
各
教
育
事
務
所
お
よ
び

出
張
所
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63
‐
３
７
９
０

佐渡國しま海道　よれっちゃ伝言板
佐渡國しま海道活動中です！
　道を通して佐渡の地域資源、ヒト・モノ・コトを繋ぐ佐渡國しま海道の
活動は３年目に入ります。美しい道プロジェクトに選考された各重点プロ
ジェクトの推進と並行して、小
さな道の駅「寄れっ茶屋」を
全島に拡大するため、登録事
業を行っています。今年度も
佐渡國しま海道の活動をよろ
しくお願いします。

両津港ターミナルビル内（両津南
埠頭ビル）に 

     「寄れっ茶屋」ができました
　佐渡ツーリストサロンをオープンしました。佐渡の玄関の寄

れっ茶屋として皆さまのお越しをお
待ちしています。インターネットサー
ビス、無料休憩所となっています。

寄れっ茶屋のマップができました！
　寄れっ茶屋の地図ができました。両津港ターミナルなどで
配布しています。

　旅の途中でちょっと道を尋ねたり、
トイレを借りたり…。そんな「小さ
な道の駅」が島のあちこちにある
と良いのでは…。佐渡國しま海道
では、そうしたささやかなおもてな
しの場所を「寄れっ茶屋（よれっ
ちゃや）」と名付けました。この「の
ぼり」を見かけたら「寄れっ茶屋（よ
れっちゃや）」です。お気軽にお立
ち寄りください。「寄れっ茶屋」に
登録を希望される方はお問い合わ
せください。

活動中
です

小さな道の駅

「寄れっ茶屋」

お問い合わせ	市役所建設課　☎63-5118　　佐渡國しま海道事務局�☎57-0118

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

　
　

～	
第
４
期
佐
渡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）
～

現地見学の様子
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54

　

平
成
20
年
度
（
平
成
20
年
４
月
～
21

年
３
月
）
ト
キ
保
護
の
た
め
に
総
額

３
５
４
万
５
５
９
５
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
他
、
ト
キ
保
護
募
金
箱
へ

の
募
金
、
２
個
人
・
２
団
体
の
方
か
ら
も
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
は
、
ふ
た
た
び
ト
キ
が
大
空
を
舞

う
こ
と
を
願
い
、
ト
キ
保
護
増
殖
お
よ
び
野

生
復
帰
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆�

市
役
所
ト
キ
共
生
・
環
境
課�

（
ト
キ
政
策
係
）
☎
63
‐
３
１
１
３

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○ 

専せ
ん

念ね
ん

寺じ
（
河
原
田
諏
訪
町
）

　

天
正
３
年（
１
５
７
５
）開
基
の
浄
土
真
宗
寺
院

で
、慶
長
元
年（
１
５
９
６
）に
山
田
か
ら
現
在
の
諏

訪
町
へ
移
転
し
ま
し
た
。山
田
の
奥
に
は
鶴
子
銀
山

が
あ
り
、そ
の
労
働
者
の
多
く
が
こ
の
寺
の
門
徒
衆

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、天
正
３
年
の
石
山
合
戦（
織
田

信
長
と
本
願
寺
の
争
い
）で
は
、浄
土
真
宗
本
山
の

本
願
寺
に
銀
百
両
の
軍
資
金
を
納
め
て
い
ま
す
。今

回
の
調
査
で
、本
堂
は
１
７
０
０
年
代
初
期
、山
門

は
１
７
０
０
年
代
前
半

の
建
築
年
代
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

特
に
本
堂
は
、浄
土
真

宗
寺
院
と
し
て
は
島
内

き
っ
て
の
古
さ
と
豪
華
さ

を
誇
り
、か
つ
て
の
鶴
子

銀
山
の
繁
栄
の
名
残
り

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

○ 

本ほ
ん

田で
ん

寺じ
（
中
原
）

　

応
永
31
年（
１
４
２
４
）、東
福（
河
原
田
）城
主

本
間
佐
渡
守
が
城
北
石
田
の
岡（
現
二
宮
小
学
校
）

に
建
て
た
曹
洞
宗
寺
院
で
、応
永
２
年（
１
４
６
８
）

に
現
在
の
地
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。以
後
、

河
原
田
本
間
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
栄
え
ま
し
た
が
、

天
正
17
年（
１
５
８
９
）

の
上
杉
氏
の
佐
渡
攻
略

の
際
に
火
災
に
遭
い
、寺

宝
や
古
文
書
類
の
多
く

が
焼
失
し
ま
し
た
。
現

在
の
建
物
は
弘
化
２
年

（
１
８
４
５
）年
に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、大

規
模
な
本
堂
と
、総
ケ

ヤ
キ
の
山
門・鐘
楼
を
持
つ
大
変
豪
華
な
造
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。山
門
を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
左
手
に
は
、河
原

田
城
の
裏
門
と
伝
え
ら
れ
る
門
が
移
築
さ
れ
て
お

り
、１
５
０
０
年
代
の
中
世
の
様
式
を
持
つ
貴
重
な

建
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
円え

ん

照
し
ょ
う

寺じ

（
真
光
寺
）

　

弘
仁
２
年
（
８
１
１
）

開
基
と
伝
わ
る
真
言
宗

寺
院
で
、元
々
は
真し
ん

性
し
ょ
う

院い
ん

と
い
い
、金
北
山
の
山
伏

の
修
業
道
場
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
正

17
年（
１
５
８
９
）、上
杉

氏
の
佐
渡
平
定
後
に
現
在

の
地
に
移
り
、明
治
元
年（
１
８
６
８
）に
いっ
た
ん
は

廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、明
治
12
年
に
円え
ん

満ま
ん

坊ぼ
う

と
し

て
復
旧
、昭
和
17
年（
１
９
４
２
）に
円
照
寺
と
な
り

ま
し
た
。仁
王
門
は
、佐
渡
奉
行
所
を
建
て
た
播
州

（
現
兵
庫
県
）明
石
の
水み
ず

田た

与よ

左ざ

衛え

門も
ん

や
備
州（
現

岡
山
県
）富
山
の
飛ひ

田だ

助す
け

左ざ

衛え

門も
ん

ら
の
手
に
よ
っ
て
、

慶
長
16
年（
１
６
１
１
）に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、仁
王
門
の
下
部
構
造
は
当

時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、本
堂
も
１
７
０
０

年
代
初
期
の
建
築
年
代
を
持
つ
古
い
建
物
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
推
進
課
で
は
、平
成
21
年
度
も
引
き

続
き
島
内
の
寺
院
や
お
堂
な
ど
の
建
造
物
調
査
を

実
施
し
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
役
所　

世
界
遺
産
推
進
課

☎
63‐５
１
３
６

寄附者名 所在地
村本　義雄　様 石川県羽咋市
ライオンズクラブ国際協会　３３３－A地区　様 新潟県
東北電力㈱　佐渡営業所　様

佐渡市

㈱ユアテック　佐渡営業所　様
㈱トークス　佐渡営業所　様
㈶東北電気保安協会　佐渡営業所　様
東北発電工業㈱　佐渡営業所　様
東北緑化環境保全㈱　佐渡事務所　様
㈱エルタス東北　佐渡サービスセンター　様
東北用地㈱　様 宮城県仙台市
新潟市立満日小学校　様 新潟市
トキ放鳥記念チャリティーコンサート実行委員会　様 佐渡市
土屋　富士美　様 栃木県日光市
小木中学校宿根木観光ボランティア部　JRC委員会　様 佐渡市
新潟県遊技業協同組合　佐渡支部　様 佐渡市
大深　陽子　様 兵庫県川西市
原田　貴代　様 福岡県宗像市
安藤　長栄　様 新潟市
田端　光枝　様 佐渡市
入間市米穀小売商組合　様 埼玉県入間市
佐渡市健康推進協議会　新穂支部　様 佐渡市
カンゾウの会　様 新潟市
eco-chi（エコッチ）　様 佐渡市
㈲スズキトミ　様 埼玉県所沢市
三国コカ・コーラボトリング㈱佐渡支店　様 佐渡市
成田　茂子　様 東京都江戸川区
公孫会　佐渡支部　様 佐渡市
㈿米ネットワーク新潟　様 新潟市
オリエンタル白石（株）皆川大橋工事作業所　様 佐渡市
島田　利子　様 神奈川県秦野市
上祖師谷中学校　様 東京都世田谷区
高橋　喬士　様 村上市

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て「
佐
渡
市
歴
史
的
建

造
物
悉
皆
調
査
②

」佐和田
地区
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社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」の
窓
口
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

相
談
に
は
、事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

相
談
日　

５
月
13
日
㈬・27
日
㈬

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
１
階　市

民
課
窓
口

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
ね
ん
き
ん
特
別
便

・�

年
金
手
帳
、年
金
証
書
も
し
く
は
運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

・�

記
録
に
対
し
、相
違
が
あ
る
と
わ
か
る

書
類（
お
持
ち
の
方
の
み
）

・�

本
人
以
外
の
記
録
の
相
談
に
は
、委
任

状
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　

�

市
役
所
市
民
課（
年
金
係
）

　

☎
63‐５
１
１
２

○
毎
月
第
３
水
曜
日　
（
５
月
は
20
日
）

　

時
間　

�

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

会
場　

�

佐
渡
中
央
会
館

　
　
　
　

�（
市
役
所
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
隣
り
）河
原
田
本

町
３
９
４
番
地
☎
57‐２
７
１
１

○
翌
日
の
木
曜
日　
（
５
月
は
21
日
）

　

時
間　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　

会
場　

�

両
津
地
区
公
民
館

　
　
　
　

�（
両
津
文
化
会
館
隣
り
）梅
津

２
３
１
４
番
地
１
☎
27‐４
１
８
１

予
約
・お
問
い
合
わ
せ

新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

庶
務・年
金
給
付
課

☎
０
２
５‐２
２
５‐３
０
０
８

電
話
で「
佐
渡
中
央
会
館（
ま
た
は
両

津
地
区
公
民
館
）で
の
年
金
相
談
の
予

約
を
し
た
い
」と
申
し
込
ん
で
い
た
だ

き
、名
前
・
基
礎
年
金
番
号
・
電
話
番

号・相
談
の
内
容
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

※�

予
約
な
し
で
の
相
談
も
可
能
で
す
が
、当
日
会

場
受
付
は
水
曜
が
午
後
３
時
、木
曜
は
午
前

10
時
ま
で
に
な
り
、予
約
の
方
が
優
先
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

・
新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　

☎
０
２
５‐２
２
５‐３
０
１
２

　

庶
務・年
金
給
付
課

　

☎
０
２
５‐２
２
５‐３
０
０
８

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
０
５
７
０‐０
５‐１
１
６
５

・
市
役
所
本
庁	

市
民
課	

（
年
金
係
）

☎
63‐５
１
１
２

ま
た
は
各
支
所・各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー　

国
民
年
金
担
当
係

ゆ
め
あ
り
く
ん

年金だより

佐渡スポーツハウス　営業時間

温水プール	 平日	 13:00～20:00
	 土曜日	 10:00～20:00
	 日・祝日	 10:00～17:00

※毎週月曜日はプール休館日
トレーニング室・体育館	
	 	 9:00～21:30
テニスコート	 9:00～日没

お問い合わせ
 佐渡スポーツハウス
（佐渡市吉岡1675）☎55‐2566

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
４
月
１
日
付
け
で
、人
権
擁
護
委

員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
村　

幸
子
さ
ん（
赤
玉
）

　
　

☎
28‐２
２
７
０

　

人
権
擁
護
委
員
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
、憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
を
擁
護

す
る
た
め
、み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
起
き
た
困

り
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
相
談
は
無
料
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）

退
職
人
権
擁
護
委
員
に
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
21
年
４
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員

を
退
職
さ
れ
ま
し
た
市
橋
英
子
さ
ん（
加
茂
歌

代
）に
、同
日
付
け
で
法
務
大
臣
の
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
橋
さ
ん
は
、平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
地
域

の
人
権
擁
護
の
活
動
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
永
年
の
功
績
を
称
え
る
も
の
で
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の 

　
　

窓
口
相
談
の
お
知
ら
せ

定
例
社
会
保
険
事
務
相
談

（
年
金
相
談
等
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
）

両
津
高
校

J
A
佐
渡
加
茂

加茂小

両津地区
公民館

梅津保育園

両津文化会館

至二ツ亀→

両津→

←至水津

真野湾

佐渡一周線

←至相川

河原田小

市役所
佐和田行政
サービスセンター

佐渡中央会館 佐
和
田
体
育
館

◎佐渡中央会館

両
津
高
校

J
A
佐
渡
加
茂

加茂小

両津地区
公民館

梅津保育園

両津総合
体育館

両津文化会館

至二ツ亀→←至水津

両津湾

佐渡一周線

◎両津地区公民館
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少
年
学
級
生
と
い
っ
し
ょ
に

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
開
催︵
金
井
地
区
︶

　

３
月
14
日
、金
井
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー・

ホ
ー
ル
で
、親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
生・少
年
学
級

生
に
よ
る「
ど
ら
焼
き
作
り
＆
春
さ
が
し
」教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
、ど
ら
焼
き
作
り
。生
地
が
焼
け

て
く
る
と
、香

ば
し
い
匂
い
が

ホ
ー
ル
全
体
に

充
満
し
は
じ

め
、子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
広

が
り
ま
し
た
。

牛
乳
パ
ッ
ク
を

利
用
し
た
枠

で
四
角
い
ど
ら

焼
き
が
焼
け

る
と
、あ
ん・生

ク
リ
ー
ム
な
ど
を
は
さ
ん
で
で
き
あ
が
り
。ど

の
グ
ル
ー
プ
も
、満
足
顔
で
し
た
。

　

後
半
は
、春
さ
が
し
。外
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、春
と
思
う
植
物
を
１
つ
探
し
て
来
て
、

ホ
ー
ル
で
講
師
の
方
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。植
物
の
生
命
力
や
不
思
議
さ
に
つ
い
て
の

詳
し
い
説
明
に
、目
を
輝
か
せ
う
な
ず
く
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
と
物
と
の
出
会
い
に
よ
る
思
い
出
が
、ま
た

一つ
増
え
た
半
日
で
し
た
。

地
区
体
協
親
善
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー・
小
木
中
学

校
を
主
会
場
と
し
て
、３
月
18
日
、20
日
、22

日
に
標
記
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。各
地

区
で
行
わ
れ
て
い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ

タ
ー
リ
ー
グ
の
上
位
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
て
開
か

れ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
年
１
回
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

全
島
か
ら
全
15
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
優
勝　

池
田
一

家（
相
川
地
区
）、第
２
位　

ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ズ

（
両
津
地
区
）、第
３
位　

７
８ｅｒｓ（
佐
和

田
地
区
）・
藤
井
工
務
店（
赤
泊
地
区
）と
な

り
ま
し
た
。
国

体
が
い
よ
い
よ
開

催
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
か
競

技
中
の
選
手
・
審

判
は
、よ
り
一
層

熱
い
プ
レ
ー
を
し

て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

生涯学習
だより

生涯学習課　☎₂₇─4181

図書館だよりおはなし会のお知らせ
　21年度は趣向を変えて、次のようにおはなし会を実施します。

《中央図書館》おはなしコーナーにて
日時 5月28日㈭午前10時30分～45分まで
 ★毎月第4木曜日に開催します。★
　中央図書館では、乳幼児(0歳～3歳くらいまで)を対象に「は
じめまして！おはなしかい」と称して行います。絵本を介して赤
ちゃんと向き合ってください。

《両津図書館》両津地区公民館 2階　展示ホール
日時 5月23日㈯　午後1時30分～2時まで

《小木図書館》
日時 5月21日㈭　午後4時～

佐渡市立図書館のホームページ
にこどものページができました。
ホームページURL
http://lib.city.sado.niigata.jp
どんな本があるか調べることもで
きます。どうぞホームページをご
らんください

中央図書館　☎63-2800

図書館だより
BOOK

はじめまして！おはなしかい
ところ： 佐渡市立中央図書館
 （おはなしコーナー）
と　き： 平成２１年５月２８日㈭
 午前１０時３０分～４５分

お問い合わせ　中央図書館　☎63-2800
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地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す

「オストメイト対応トイレ」
　　　　　を設置しました

春季子牛共進会が
開催されました　４月１日

「ひまわりサロン」
　　　　　　オープン

　市では、市役所本庁およびアミュー
ズメント佐渡の各身体障がい者用ト
イレを一部改修し、「オストメイト対応
トイレ」を設置しましたのでご利用く
ださい。
◆オストメイトとは…
　大腸や膀胱の手術により、人工肛
門や人工膀胱になられた方のことで
す。オストメイトの方々は、ストーマと
呼ばれる新しい排泄口を腹部に作ら
なければなりません。そのストーマに
補助具（蓄便袋、蓄尿袋）を装着して、
ある程度溜まったところでトイレに流
すなどの方法で処理しています。「オ
ストメイト対応トイレ」は、この処理を
容易にし、安心してご利用いただくた
めの設備です。

全国天領ゼミナール
開催終了のお知らせ

　昭和60年に出雲崎で始まり、その後、第5回か
ら佐渡で開催された全国天領ゼミナールは平成
20年度までに24回を数えることができました。
　しかし、諸般の事情により残念ながら第24回を
もって終了することとなりました。皆さまにはこれま
で、天領ゼミナールの開催・運営にひとかたならぬ
ご支援・ご協力を賜り、深く感謝します。
　なお、今後は別なかたちで、再びお目にかかる
ことができるようにつとめていく所存です。また、昨
年の記録集については現在、編集作業中です。
発刊の際にはあらためて市の広報紙等でお知ら
せします。ご理解とご協力をよろしくお願いします。
教育委員会  文化振興室
天領ゼミナール事務局

『平成20年度　佐渡市教育委員会
佐渡伝統文化研究所年報』２号発刊のお知らせ
　創立２年を迎えた佐渡伝統文化研究所では、
研究所の活動記録、平成20年度における「佐渡
に関する歴史・文化に関する図書・論文目録」、３
編の「研究論文」、４編の「資料紹介」から構成さ
れている『佐渡伝統文化研究所年報』を、電子
出版として発刊しました。
　「佐渡学センター」のホームページで掲載し
ていますので、お読みください。また、このホーム
ページには、『佐渡伝統文化研究所だより』１号
～４号も掲載していますので、あわせてご覧ください。
お問い合わせ 教育委員会 文化振興室 佐渡学センター　☎23‐2100
ホームページhttp://www.city.sado.niigata.jp/sadobunka/denbun/
佐渡市ホームページ→佐渡の歴史と文化→お知らせ・新着情報→佐渡
学センター

　今年最初の春季佐渡市子牛共進会が開
催され雌27頭、去勢15頭の、合わせて42頭
が出場し、雌の部では石名の浜口義一さん
所有の「なつみ」が、去勢の部では羽茂上山

田の作沢均さん所有の「佐渡錦」がそれぞれ最優秀賞を受賞されました。
また、2日の家畜市場では子牛119頭、成牛8頭が上場され、成立した頭数
は121頭が取引されました。子牛1頭あたりの平均価格は前回の昨年11月市
場との比較で1万6956円下落し、36万6087円での取引となりました。

　女性による地域農業等の活性化を目指し活動してい
る「グループひまわり」が、佐渡おこしチャレンジ事業を
利用して、羽茂大橋地区に「ひまわりサロン」をオープン
しました。このサロンは、加工品等の展示直売や地域の
住民が気軽に集える拠点となるもので、オープンを記念
して「春のひまわりまつり」が開催されました。サロン内に
は、地元農産物の加工品や地域住民の写真やちぎり絵
などの作品が多数展示され、多くの人で賑っていました。

相川

羽茂

案内板

おわびと訂正　市報さど4月号19 ページに掲載しました「相川ひなまつり」の記事について、次のように表現を訂正します。
　　　　　　　（2行目から）この人形は、明治初期に庶民が、高価なひな人形の代わりに土で作り色づけした人形だそうです。



 

福

祉

健

康

児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

　

児
童
手
当
は
、原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、６

月
、10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給

さ
れ
ま
す
。現
在
受
給
者
で
あ
る
場
合
、２
月

〜
５
月
分（
新
規
に
認
定
さ
れ
た
方
は
認
定
通

知
書
に
記
さ
れ
て
い
る
支
給
開
始
月
か
ら
５
月

分
）ま
で
を
、６
月
10
日
㈬
に
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
20
年
度
所
得
超
過
等
に
よ
り
、

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
で
、所

得
や
扶
養
人
数
等
に
変
更
が
あ
り
、平
成
20

年
分
所
得
額
が
所
得
限
度
額
以
内
の
場
合
、

５
月
中
に
申
請
す
る
と
６
月
分
か
ら
手
当
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お 

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
社
会
福
祉
課（
子
育

て
支
援
係
）☎
63‐５
１
１
３

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を

拡
充
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、す
こ
や
か
な
妊
娠・出
産
を
願
い
、妊

婦
健
診
の
公
費
負
担
を
４
回
か
ら
14
回
に
拡
充

し
て
い
ま
す
。（
助
成
さ
れ
る
の
は
、妊
婦
健
診
の

内
容
の
み
で
、治
療
等
の
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
）

　

国
の
示
す
望
ま
し
い
妊
婦
健
診
の
回
数
お
よ

び
実
施
時
期
は
、①
妊
娠
初
期
か
ら
妊
娠
23
週

ま
で･･･

４
週
間
に
１
回
、②
妊
娠
24
週
か
ら
妊

娠
35
週
ま
で･･･

２
週
間
に
１
回
、③
妊
娠
36
週

以
降
分
娩
ま
で･･･

１
週
間
に
１
回
で
す
。

　

母
体
や
胎
児
の
健
康
の
た
め
、安
全
で
安
心

な
出
産
の
た
め
に
も
、妊
婦
健
診
を
積
極
的
に

受
診
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

お 

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
健
康
推
進
課（
保
健

企
画
係
）☎
63‐３
１
１
５

出
産
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、す
こ
や
か
な
妊
娠・出
産
を
願
い
、妊

婦
健
診
の
公
費
負
担
拡
充
に
加
え
、出
産
費
用

の
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
は
38
万

円
と
な
って
い
ま
す
が
、国
の
試
算
で
は
出
産（
分

娩
）費
用
は
平
均
42
万
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
差
額
の
４
万
円
を
市
で
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
は
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

に
出
産
さ
れ
た
方
で
す
。補
助
金
交
付
申
請
の

手
続
き
を
健
康
推
進
課・各
支
所
市
民
課・行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
国

の
方
針
で
は
10
月
以
降
は
出
産
育
児
一
時
金
が

42
万
円
支
給
さ
れ
る
予
定
で
す
）

お 

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
健
康
推
進
課（
保
健

企
画
係
）☎
63‐３
１
１
５

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す

　

近
年
の
麻
し
ん
の
流
行
を
受
け
、厚
生
労
働

省
は
中
学
１
年
生・高
校
３
年
生
に
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
予
防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
に
決

定
し
て
お
り
ま
す
。

実
施
方
法

中 

学
１
年
生　

中
学
校
で
集
団
予
防
接
種
を

実
施

高 

校
３
年
生　

個
別
予
防
接
種（
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
に
委
託
医
療
機
関
で
予
約
後
、

接
種
。夏
休
み
を
利
用
す
る
な
ど
早
期
の
接

種
が
望
ま
し
い
）

料
金　

無
料（
全
額
を
市
で
負
担
）

　

対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。平

成
20
年
度
か
ら
５
年
間
の
み
の
実
施
と
な
り
ま

す
。

お 

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
健
康
推
進
課（
保
健

企
画
係
）☎
63‐３
１
１
５

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

専
門
医（
精
神
科
医
）に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。「
眠
れ
な
い
日
が
続

く
」「
大
声
を
出
す
な
ど
、行
動
に
変
化
が
あ
っ

た
」「
お
年
寄
り
の
認
知
症
の
症
状
や
心
配
な

行
動
が
み
ら
れ
る
」「
介
護
に
疲
れ
て
気
分
が
落

ち
込
む
」な
ど
、心
に
関
す
る
お
悩
み
の
あ
る
方

と
そ
の
ご
家
族
が
対
象
で
す
。相
談
は
無
料
で

12

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

さぁ！あなたもレッツ・ケーブルインターネット！
ケーブルテレビ利用者の初期費用

標準宅内工事費 ¥16,800※

モデム登録費 ¥　5,250
※お宅の状況により金額は変わります。

月々の利用料は3つのコースから選べます！
ライトコース スタンダードコース プレミアコース
512K

¥2,625
3M

¥3,675
15M

¥5,775
61-1212

安心！安全！便利！
有　

料　

広　

告



す
が
、事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。時
間
の
都

合
で
、４
人
ほ
ど
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。６
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話
等
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

時　

６
月
15
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で

会
場　

金
井
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

お 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
健
康

推
進
課（
保
健
企
画
係
）☎
63‐３
１
１
５　

ま
た
は
各
支
所
市
民
課税

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

納
税
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
電
話
に
よ
る
国

税
に
関
す
る
ご
質
問・ご
相
談
は
、す
で
に
平
成

20
年
11
月
４
日
か
ら
、国
税
局「
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、税
務
署
の
代
表
電
話
が
自
動

音
声
案
内
に
変
わ
って
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
操
作
に
つ
い
て
は
、音
声
案
内
に

従
って
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
、十
分
な

相
談
時
間
を
も
っ
て
対
応
す
る
た
め
、「
事
前

予
約
制
」と
し
て
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
の
際
に
は
、お
名
前・ご
住
所・ご
相
談
の
内

容
等
を
お
伺
い
し
ま
す
。な
お
、税
金
の
納
付
相

談
や
確
定
申
告
期
に
お
い
て
申
告
書
作
成
会
場

へ
お
越
し
い
た
だ
く
際
に
は
、事
前
の
予
約
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

お 
問
い
合
わ
せ　

佐
渡
税
務
署　

総
務
課

　

 

☎
74‐３
２
７
６（
自
動
音
声
案
内
に
て「
２
」

を
選
択
）

平
成
21
年
度

酒
類
販
売
管
理
協
力
員
を
募
集
し
ま
す

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、酒
類
小
売
販
売

場（
ス
ー
パ
ー
、コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
、小
売
酒

販
店
な
ど
）で
買
い
物
等
を
す
る
機
会
を
利
用

し
て
、未
成
年
者
飲
酒
防
止
に
関
す
る
表
示
や

店
頭
価
格
の
状
況
を
確
認
し
、税
務
署
に
連

絡
し
て
い
た
だ
く『
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
』

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※ 

応
募
方
法
、募
集
期
間
、委
嘱
期
間
等
詳
し
く

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お 

問
い
合
わ
せ 

新
潟
税
務
署 

酒
類
指
導
官

☎
０
２
５‐２
２
９‐２
２
０
５（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

お

知

ら

せ

平
成
21
年
度

　

調
理
師
試
験
の
ご
案
内

試 

験
日
時　

７
月
14
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

試 

験
会
場　

新
潟
市

　
　
　
　
　
（
佐
渡
市
居
住
者
の
場
合
）

受 
験
願
書
の
配
布　

佐
渡
保
健
所
で
配
布
し

ま
す
。

願 

書
受
付
期
間　

５
月
25
日
㈪
か
ら
６
月
１

日
㈪
ま
で
に
佐
渡
保
健
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

お 

問
い
合
わ
せ　

佐
渡
保
健
所

　

☎
74‐３
４
０
３

1313

多重債務で悩んでいませんか？
　新潟財務事務所では、多額の借入に悩んでいる方の
相談窓口を開設しています。近隣の方はもとより県内各
地から相談が寄せられ、地元の専門家を紹介していま
す。お一人で悩まず、まずお電話ください。
財務省　関東財務局　新潟財務事務所
　　　　☎025-229-2788（直通）

午前8時30分～正午、午後1時～午後4時30分
（月曜日～金曜日　祝祭日を除く）

◆ご利用料金
・ボール貸出し １コイン（60球） 500円
・入場料　100円　・夜間照明料 100円
◆サービスメニュー
・300球打ち放題（時間制限なし） 1,600円
・2時間打ち放題（玉数制限なし） 1,600円
◆初心者ミニレッスン
・無料（ボール代は各自負担）

佐渡ゴルフ練習場

貸しクラブ（無料） お気軽にご利用ください
◆営業時間10時～21時　年中無休
　佐渡市窪田48-1　℡0259（51）1230

広
告
募
集
中
！

有
料
広
告
の
お
申
し
込
み
は
市
役
所
総
務
課

秘
書
室（
広
報
広
聴
係
）ま
で
☎
63‐５
１
３
４

相談
時間

平成21年度自動車税の納期限は

６月１日㈪です
　納税通知書に記
載されている金融機
関やコンビニエンス
ストア、佐渡地域振
興局県税部窓口等
でお早めに納税しま
しょう。
【クレジットカード収納】
　インターネット（Ｙａｈｏｏ！公金支払い）
を利用してクレジットカード

（ のロゴのあるもの）

で自動車税が納付できるようになりまし
た。（ただし、６月２日以降は利用できま
せん）
　詳しくは新潟県税務広報ホームペー
ジ「県税の窓口」（http://www.pref .
niigata.lg.jp/zeimu/）をご覧ください。
お問い合わせ　
佐渡地域振興局県税部収税課☎74‐3310



お

知

ら

せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
営
住
宅

◆ 

第
１
吉
岡
住
宅（
真
野
）真
野
大
川
２
２
４

番
地

規
格　

木
造
平
屋
建
て（
戸
建
て
）

　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、昭
和
62
年
度
建
設

募
集
戸
数　

１
戸（
12
号
）

家
賃　

月
額
１
万
７
４
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

３
万
４
２
０
０
円

◆
第
２
吉
岡
住
宅（
真
野
）吉
岡
７
９
９
番
地

規
格　

木
造
平
屋
建
て（
戸
建
て
）

　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、平
成
７
年
度
建
設

募
集
戸
数　

１
戸（
17
号
）

家
賃　

月
額
２
万
１
３
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

４
万
１
８
０
０
円

入
居
者
資
格　
※
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

① 

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公
租

公
課（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
② 

同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）が

い
る
こ
と

③ 

申
込
者（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）が

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

④ 

収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各

種
控
除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が

15
万
８
０
０
０
円（
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
等
は

21
万
４
０
０
０
円
）以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
現
に
住
宅
に
困
って
い
る
こ
と

お 

申
し
込
み
方
法　

市
役
所
建
設
課
ま
た
は

各
支
所・各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅

担
当
窓
口
へ
、申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
期
限　

５
月
29
日
㈮
午
後
５
時

入
居
可
能
日　

６
月
下
旬

　

入
居
に
際
し
市
内
在
住
の
保
証
人（
２
名
）

と
敷
金（
家
賃
の
３
か
月
分
）が
必
要
で
す
。

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

お 
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
建
設

課（
建
築
住
宅
係
）☎
63‐５
１
１
８　

ま
た

は
各
支
所・各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住

宅
担
当
窓
口
へ

こ
れ
か
ら
建
物
を
建
て
よ
う
と

さ
れ
る
皆
さ
ま
へ（
構
造
／
設
備
設
計
一級

建
築
士
制
度
に
つ
い
て

）

　

構
造
計
算
書
偽
装
問
題
へ
の
対
応
の一つ
と

し
て
、一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
の
構
造
設
計

ま
た
は
設
備
設
計
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ「
構

造
設
計
一
級
建
築
士
」、「
設
備
設
計
一
級
建
築

士
」の
関
与
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

〈
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
と
は
〉

■
構
造
設
計
で
は
、

・ 

木
造
の
建
築
物
で
、高
さ
が
13ｍ
ま
た
は
軒

高
が
９ｍ
を
超
え
る
も
の

・ 

鉄
骨
造
の
建
築
物
で
、地
階
を
除
く
階
数
が

４
以
上
の
も
の

・ 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ま
た
は
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物
で
、高
さ
が
20
ｍ

を
超
え
る
も
の　

他

■
設
備
設
計
で
は
、

・ 

階
数
が
３
以
上
で
、か
つ
床
面
積
が

５
０
０
０
㎡
超
の
建
築
物

〈 

構
造
設
計
一
級
建
築
士
、
設
備
設
計
一
級

建
築
士
の
関
与
方
法
〉

・ 

各
建
築
士
が「
自
ら
設
計
す
る
」ま
た
は

「
法
適
合
確
認
を
行
う
」の
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

〈
関
与
義
務
の
適
用
日
〉

・ 

今
年
の
５
月
27
日
以
降
の
建
築
確
認
申
請

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、５
月
26
日

以
前
に
構
造
設
計
／
設
備
設
計
が
な
さ
れ

た
も
の
に
つい
て
は
、今
年
の
11
月
26
日
ま
で

の
間
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）

お 

問
い
合
わ
せ　

佐
渡
地
域
振
興
局
地
域
整
備

部
建
築
課　

☎
74‐３
３
３
９

手
数
料
の
収
納
事
務
を
委
託
し
ま
し
た

◇
し
尿
処
理
手
数
料

委
託
者　

①
佐
渡
市
春
日
１
１
５
０
番
地
２
０

社
団
法
人
佐
渡
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

阿
部
弘

（
対
象
地
区　

両
津
、相
川
、佐
和
田
、金

井
、新
穂
、畑
野
、真
野
）

②
佐
渡
市
羽
茂
大
橋
１
９
６
８
番
地　

橋
本　

弘

（
対
象
地
区　

小
木
、羽
茂
、赤
泊
）

委 

託
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で

◇
ご
み
処
理
手
数
料

委 

託
者　

新
潟
市
中
央
区
東
大
通
１
丁
目
２

番
25
号　
ニ
チ
ゾ
ウ
北
陸
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社　

代
表
取
締
役　

斉
藤
昭
治

委 

託
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で

お 

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
廃
棄
物
対
策
課

（
企
画
業
務
係
）☎
63‐５
１
４
０

「
就
農
・
就
業
相
談
会
」開
催
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

農
林
漁
業
で
の
意
欲
的
な
人
材
確
保
に
向

け
、就
農・就
業
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

就
農・就
業
に
関
す
る
各
種
情
報
や
支
援
策
の

紹
介
等
、個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。農
林
漁

業
で
働
い
て
み
た
い
方
、関
心
が
あ
る
方
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日 

時　

第
２・４
水
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

（
８
月
ま
で
）

会 

場　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡（
佐
渡
公
共
職
業

安
定
所
）両
津
夷
２
６
９‐８

☎
27‐２
２
４
８

次
の
場
所
で
も
常
時
、就
農・就
業
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す（
要
電
話
予
約
）。

・ 

農
業
関
係
…
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産

振
興
部
農
業
企
画
課（
中
興
６
８
４
）☎
63‐

３
１
８
５

・ 

林
業
関
係
…
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産

振
興
部
林
業
振
興
課（
相
川
二
町
目
浜
町

２
０‐１
）☎
74‐３
３
９
５

・ 

水
産
業
関
係
…
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林

水
産
振
興
部
振
興
課（
春
日
１‐２
）☎
27‐

３
７
１
５

1414
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佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
１
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
随
時
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員　

清
水　

一
次

佐
渡
市
監
査
委
員　

金
子　

克
己

１　

総
務
部
総
務
課
所
管

　
浄
書
印
刷
業
務
委
託
事
務

⑴ 

契
約
事
務
に
つ
い
て

　

契
約
事
務
処
理
は
財
務
規
則
等
に
定
め
ら

れ
た
事
務
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、適

正
を
欠
く
事
務
処
理
で
あ
る
。契
約
書
の
内

容
も
自
治
体
と
企
業
の
業
務
委
託
契
約
書
と

は
言
い
が
た
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。例
規

等
に
基
づ
い
た
適
正
な
事
務
処
理
を
さ
れ
た

い
。

⑵ 

浄
書
印
刷
業
務
に
つ
い
て

　

委
託
料
に
受
託
会
社
の
経
費
す
べ
て
が
算

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、事
務
所
や
印
刷
機
器
を

無
償
貸
与
し
て
い
る
こ
と
、社
員
の
給
与
は
市

職
員
給
料
表
に
お
け
る
行
政
職
二
表
を
も
と

に
算
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、社
員
が
市
職
員
の

勤
務
時
間
と
同
じ
に
常
駐
す
る
こ
と
、時
間
外

手
当
相
当
額
を
増
額
契
約
し
な
い
で
委
託
料

と
し
て
追
加
で
支
払
っ
て
い
る
こ
と
、そ
の
他
修

繕
費
、紙
代
等
を
市
が
別
に
支
出
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、実
質
的
に
直
営
と
変
わ

ら
な
い
状
況
で
あ
り
、業
務
委
託
契
約
で
は
な

く
、労
働
契
約
あ
る
い
は
派
遣
契
約
と
み
な
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。合
併
前
か
ら
の
経
過
も

あ
る
と
思
う
が
、業
務
委
託
で
あ
る
な
ら
ば
競

争
原
理
の
働
く
シ
ス
テ
ム
に
変
更
さ
れ
た
い
。

⑶ 

財
産
管
理
事
務
に
つ
い
て

　

無
償
貸
与
の
印
刷
機
器
が
、備
品
出
納
簿

か
ら
漏
れ
て
い
る
の
で
修
正
さ
れ
た
い
。ま
た
、

受
託
者
が
印
刷
用
紙
を
使
用
す
る
場
合
は
、

受
払
い
簿
へ
の
記
帳
等
の
方
法
を
検
討
さ
れ
た

い
。２　

総
務
部
防
災
管
財
課
所
管

　
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

⑴ 

自
主
防
災
組
織
の
結
成
等
に
つ
い
て

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
む
け
て
努
力
し

て
い
る
こ
と
は
伺
わ
れ
る
が
、既
に
同
様
の
組

織
が
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、事
前
に
地
域
の
実
情
を
調
査
す
る
と
同

時
に
、地
域
防
災
組
織
の
役
割
を
十
分
に
説

明
し
、合
わ
せ
て
先
進
事
例
等
を
紹
介
す
る
な

ど
地
域
の
実
情
に
適
し
た
方
法
で
進
め
ら
れ
た

い
。

⑵ 

補
助
金
に
代
わ
る
制
度
の
創
出
の
検
討

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
は
大
切
で
あ
り
、

育
成
す
る
た
め
に
は
補
助
金
の
支
出
は
理
解

で
き
る
し
、大
い
に
助
成
を
望
む
も
の
で
あ
る

が
、利
用
が
結
成
団
体
の
約
４
分
の
１
に
と
ど

ま
って
い
る
。補
助
金
申
請
事
務
は
、申
請
団
体

に
と
っ
て
手
続
が
大
変
で
面
倒
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、担
当
部

署
か
ら
み
れ
ば
、１
件
あ
た
り
の
申
請
は
小
額

で
あ
る
が
、件
数
が
多
い
た
め
事
務
量
は
膨
大

で
煩
雑
に
な
る
。さ
ら
に
支
所
機
能
の
縮
小
に

よ
り
書
類
不
備
の
場
合
の
対
応
等
に
関
係
者

が
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。一
方
で
、平
均
補
助

率
は
80
％
前
後
と
高
率
と
な
っ
て
い
る
。以
上

の
状
況
を
考
慮
し
、人
命
を
守
る
組
織
の
育
成

を
大
命
題
に
し
て
、自
主
防
災
組
織
の
結
成
時

に
人
員
や
世
帯
数
等
に
よ
る
定
額
給
付
等
の

制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
検
討
さ
れ
た
い
。

３　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
所
管

　
学
校
給
食
関
係
事
務

⑴ 

米
飯
給
食
補
助
金
交
付
事
務
に
つ
い
て

　

補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
た
事
務
処
理

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。要
綱
で
は
、補
助
対
象
者

は
児
童
、生
徒
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
職

員
分
に
つ
い
て
も
補
助
し
て
い
る
。ま
た
、給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
は
補
助
金
の
申
請
者
、受
領
者

に
は
な
れ
な
い
の
に
、補
助
金
交
付
申
請
し
受

領
し
て
い
る
。こ
れ
ら
は
事
業
実
施
に
お
け
る

基
本
の
問
題
で
あ
る
。ま
た
、毎
学
期
に
補
助

金
交
付
申
請
を
し
、年
３
回
補
助
金
交
付
し

て
い
る
方
法
を
、年
１
回
の
事
務
処
理
方
法
に

改
善
し
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
を
検
討

さ
れ
た
い
。全
体
と
し
て
、第
三
者
に
説
明
で
き

る
事
務
処
理
の
方
法
や
基
準
を
検
討
し
改
善

さ
れ
た
い
。

⑵  
へ
き
地
に
お
け
る
食
に
関
す
る
支
援
事
業

に
つ
い
て

　

市
は
予
算
の
需
用
費
に
計
上
し
て
直
接
学

校
給
食
会
へ
支
払
って
い
る
が
、支
払
う
根
拠
や

方
法
に
疑
義
が
生
じ
る
。私
費
会
計
と
公
会

計
の
関
係
も
あ
る
の
で
、市
と
し
て「
支
援
事

業
実
施
要
綱
」等
を
策
定
し
、支
払
い
の
根
拠

や
方
法
を
明
確
に
す
べ
き
も
の
と
思
料
す
る
。

⑶ 

地
産
地
消
に
つ
い
て

　

各
調
理
場
に
お
け
る
食
材
の
発
注
は
そ
れ

ぞ
れ
栄
養
士
に
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、地
産
地

消
は
簡
単
に
拡
大
で
き
る
と
思
い
が
ち
で
あ
る

が
、生
産
、供
給
す
る
側
の
体
制
の
整
備
が
遅

れ
て
い
る
た
め
に
地
産
地
消
の
推
進
が
思
う
よ

う
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。給
食
費
の

高
騰
も
絡
ん
で
く
る
が
、食
育
と
の
関
係
も
あ

る
の
で
、で
き
る
か
ぎ
り
地
産
地
消
に
努
め
ら

れ
た
い
。

⑷ 

給
食
費
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

　
一
般
的
な
財
務
処
理
は
特
に
問
題
は
な
か
っ

た
が
、給
食
費
の
未
納
の
取
扱
は
重
要
で
あ
り

諸
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

各
学
校
で
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。口
座
振
替

で
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
場
合

に
未
納
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、そ
の
と
き
は

給
食
費
と
同
時
に
納
入
さ
れ
る
諸
納
入
金
や

校
長
に
よ
る
一
時
立
替
が
さ
れ
て
い
る
。佐
渡

市
学
校
給
食
費
の
会
計
処
理
に
関
す
る
規
則

で
は
、学
校
給
食
会
計
の
独
立
と
学
校
規
程
の

作
成
を
規
定
し
て
い
る
が
、学
校
規
程
が
未
整

備
の
学
校
も
含
め
、未
納
対
策
に
つ
い
て
も
言

及
し
た
規
程
に
整
備
す
べ
き
と
思
料
す
る
。給

食
費
の
未
納
問
題
等
に
つい
て
話
を
す
る
機
会

が
な
か
っ
た
と
現
場
か
ら
の
声
も
あ
っ
た
の
で
、

教
育
委
員
会
は
各
学
校
任
せ
に
す
る
の
で
は

な
く
学
校
給
食
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、全

保
護
者
と
と
も
に
善
後
策
を
早
急
に
構
築
さ

れ
た
い
。

◆ 

佐
渡
市
監
査
委
員
事
務
局　

☎
63‐３
１
１
２

平成20年度
随時監査結果
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首都圏情報コーナー

ふるさと再発見の旅 人気の「会員パスポート」!!
首都圏佐渡連合会と佐渡市との共同企画による、里帰りキャ

ンペーン「ふるさと再発見の旅」は本年も、より一層充実の内
容で、特典施設や佐渡連合商工会加盟協賛施設で割引が受け
られる「会員パスポート」を発行、会員宛に３月～４月にかけて
送付されました。首都圏在住の佐渡ゆかりの会員が、家族・友
人・知人を誘って‘みんな佐渡へいかんかっちゃ’を合言葉に、
ふるさと再発見の旅を楽しもうというものです。

「会員パスポート」は佐渡旅行のパスポートとして認知度が
年々高まり、また、本年から「準市民カード」も同様の特典が受
けられる事になり、相乗効果が期待されます。

会員参加のふるさと再発見の旅「団体旅行」は10月3日～5日
（2泊3日）の旅程で「秋の外海府と‘片野尾・月布施・野浦地
区’を巡る旅」を準備中。片野尾から野浦地区は、「にほんの里
100選」（朝日新聞）に入りました。

薪能、文弥人形
の観賞もコースに入
れ、佐渡の歴史・文
化とあわせて「ふる
さと再発見の旅」を
楽しむ企画です。こ
れから関係部門と
調整の上、募集活
動に入ります。

ふるさと再発見の旅事務局　文責：名畑榮雄
お問い合わせ　佐渡市東京事務所　☎03‐5414‐2651

増やそう緑　減らそう山地災害
5月20日～6月30日は山地災害防止月間です。

あなたの地域の災害危険箇所がどこにあるか
を知っておくことは、災害に備えるためにとても大
切です。日ごろから、家族や地域ぐるみで、近くの
山・がけ・川などを点検してください。なお、異常な
箇所を見つけたら、ご連絡ください。
市役所農林水産課（林業振興係）☎63‐3761

コミュニティ
助成事業

市役所企画振興課
　　　　☎63-4152

黒根集落（畑野地区）では、自治宝くじの助成
金であるコミュニティ助成事業の助成を受けて、
お祭り用具（胴長太鼓、鬼衣装等）を整備しまし
た。これら備品を活用し、コミュニティ活動の更な
る活性化を目指します。

佐
渡
市
長　

髙
野
宏
一
郎

（題字　髙野宏一郎）

新
潟
県
ト
キ
記
念
硬
貨
打
ち
初
め
式

４
月
14
日
、
朝
一
番
の
ジ
ェ
ッ
ト
で
大
坂
の
独
立
行
政
法
人
造
幣
局

で
の
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念
貨
幣
打
ち
初
め
式
（
新
潟
県
）
へ

臨
席
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
（
記
念
貨
幣
発
行
）
は
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
、
既
に

４
都
道
府
県
の
記
念
貨
幣
が
出
て
い
ま
す
が
、
こ
の
あ
と
全
国
都
道
府

県
の
デ
ザ
イ
ン
で
順
次
発
行
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

新
潟
県
は
５
番
目
で
し
た
が
ト
キ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
て
、
宮
田

亮
平
芸
大
学
長
が
選
考
委
員
長
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
平
成
11
年

に
初
め
て
人
工
増
殖
で
誕
生
し
た
オ
ス
の
「
ユ
ウ
ユ
ウ
」
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で
、
背
景
は
大
野
亀
の
ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
花
盛
り
の
景
観

で
す
。
佐
渡
ら
し
い
図
柄
、
景
観
が
新
潟
県
の
代
表
と
し
て
発
行
さ
れ

る
も
の
で
、
竹
下
亘
財
務
副
大
臣
、
泉
田
知
事
、
宮
田
学
長
が
来
賓
と

し
て
打
ち
初
め
式
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
た
れ
た
竹
下
亘
財
務
副
大
臣
は
、
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員
会

の
座
長
の
宮
田
先
生
の
出
身
地
は
佐
渡
な
の
で
、
こ
と
さ
ら
今
回
の
新

潟
県
の
ト
キ
の
デ
ザ
イ
ン
は
素
晴
ら
し
い
と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
こ
の
貨
幣
は
２
種
類
あ
っ
て
、
１
０
０
０
円
の
も
の
は
純
銀
で

10
万
枚
が
貨
幣
セ
ッ
ト
と
し
て
造
幣
局
か
ら
販
売
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ま
た
５
０
０
円
の
も
の
も
発
行
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
５
月

ご
ろ
、
発
売
（
引
き
換
え
）
は
７
月
ご
ろ
に
な
る
そ
う
で
す
。

大
阪
造
幣
局
は
桜
の
通
り
抜
け
で
有
名
な
の
で
、
期
待
し
て
い
ま
し

た
が
、
八
重
が
中
心
の
桜
は
翌
日
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
と
い
う
こ
と
で
、

残
念
で
し
た
。

№
32

㈶自治総合センターでは、宝くじの普及広報を行うとと
もにコミュニティの健全な発展を図ることを目的として、
様 な々コミュニティ活動を助成しています。
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※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 両尾 織　田　千　秋 72 3.13
　〃 春日 武　田　幸　弘 67 3.16
　〃 下久知 本　間　仁　作 83 3.17
　〃 潟端 甲　斐　二十四郎 94 3.17
　〃 椎泊 伊　藤　キ　シ 90 3.20
　〃 浜田 齋　藤　三　男 83 3.21
　〃 両津湊 伊　藤　輝　一 77 3.26
　〃 住吉 渡　邉　　太郎 78 3.26
　〃 虫崎 兵　庫　良　一 71 3.27
　〃 下横山 加　藤　フサヱ 90 3.27
　〃 加茂歌代 岩　原　　　功 65 4.  2
　〃 梅津 渡　邉　義　一 84 4.  4
　〃 片野尾 小　坂　ノブ子 98 4.  4
相　川 相川小六町 山　本　健　治 83 3.10
　〃 北川内 本　間　シ　マ 95 3.13
　〃 小川 小　杉　一　栄 85 3.16
　〃 南片辺 本　間　太　忠 77 3.16
　〃 二見 山　下　初　枝 97 3.17
　〃 相川下戸町 平　野　幸　一 99 3.21
　〃 戸地 山　本　文　夫 74 3.21
　〃 石名 渡　邊　千　代 85 3.21
　〃 石名 渡　邊　房　枝 75 3.22
　〃 相川下戸炭屋浜町 祝　　　ヤ　イ 92 3.24
　〃 相川材木町 小　瀧　民　雄 87 3.24
　〃 小川 川　上　ハツマ 87 3.25
　〃 北片辺 中　濱　　　保 92 3.25
　〃 高千 辻　　　ミ　サ 89 3.25
　〃 稲鯨 岩　﨑　キ　ミ 74 3.27
　〃 二見 坂　本　ユミ子 77 3.27
　〃 相川下戸町 本　間　　　隆 81 3.27
　〃 小野見 大　谷　政　治 86 4.  3
佐和田 八幡 髙　橋　和　榮 84 3.10
　〃 石田 高　野　智　弘 36 3.12
　〃 二宮 勘解由　春　𠮷 84 3.16
　〃 中原 城　鳥　朝之榮 78 3.17

佐和田 河原田諏訪町 石　塚　重　次 88 3.19
　〃 窪田 小　田　龍　二 57 3.19
　〃 河原田諏訪町 本　間　正　史 61 3.20
　〃 八幡 加　藤　アツヱ 87 3.21
　〃 沢根町 臼　杵　トシエ 88 3.23
　〃 河原田本町 佐　野　ミ　ツ 91 3.27
　〃 河原田諏訪町 杉　本　一　男 87 3.28
　〃 石田 清　水　𠮷　江 97 3.29
　〃 八幡 安　達　シ　ヅ 93 3.30
　〃 沢根 眞　藤　淳　子 86 3.31
　〃 河原田本町 近　藤　い　く 73 4.  1
金　井 吉井本郷 仲　川　マ　チ 96 3.11
　〃 吉井本郷 迎　町　清　二 94 4.  4
新　穂 新穂潟上 　　池　由　男 78 3.10
　〃 上新穂 山　田　八千代 81 3.13
　〃 下新穂 本　間　静　乃 83 3.15
　〃 新穂井内 土　岐　秀　雄 81 3.19
　〃 新穂大野 青　木　靖　一 67 3.21
　〃 新穂舟下 久　保　ミ　ヨ 80 4.  3
畑　野 畑野 秋　山　マサ子 80 3.25
　〃 栗野江 中　村　作太郎 90 4.  2
　〃 畑野 石　野　正　雄 70 4.  5
　〃 丸山 稻　場　イネ子 89 4.  6
真　野 豊田 今　城　髙　雄　 82 3.13
　〃 豊田 金　子　ツ　ル 102 3.17
小　木 小木町 末　武　幸　一 85 3.19
　〃 小木堂釜 金　子　英　孝 84 3.24
　〃 小木木野浦 佐々木　ア　サ 103 4.  1
　〃 小木町 飯　島　藤　吉 86 4.  4
羽　茂 羽茂大崎 大　場　キ　ヨ 81 3.12
　〃 羽茂三瀬 市　川　久　　 85 3.30
　〃 羽茂大石 古　屋　市　晴 69 4.  3
赤　泊 徳和 本　田　正　生 87 3.18
　〃 柳沢 渡　部　サ　ク 87 3.19
　〃 三川 近　藤　松太郎 96 3.23

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 3.10～4.6 届出

（なおき）
（ほのか）
（さや）
（おうせい）
（かつざね）
（ちな）
（みお）
（ゆうすけ）
（みお）
（まお）
（りむ）
（みあ）
（ゆうせい）

（ゆり）
（しょうた）
（たくみ）
（しょうた）
（れん）
（さとみ）
（りゅうや）
（そら）
（はづき）
（ゆうき）
（わたる）
（まさお）
（はな）
（はるの）

両　津 両津湊 栁　澤　直　輝 正二 2.28
　〃 梅津 田　澤　穂　香 康一 3.  2
　〃 両津大川 木　透　沙　也 琢磨 3.  3
　〃 白瀬 本　間　桜　星 瑞樹 3.  4
　〃 北鵜島 山　本　勝　真 勝 3.  6
　〃 両津夷 仲　川　智　捺 剛 3.  9
　〃 両津湊 藤　井　美　羽 啓太 3.14
　〃 羽吉 山　本　悠　介 博 3.23
　〃 梅津 関　東　美　桜 学 3.24
相　川 北狄 三　浦　真　桜 良治 3.23
　〃 相川下戸炭屋浜町 森　川　莉　夢 純臣 3. 24
佐和田 市野沢 山　内　弥　亜 三信 3.  6
　〃 長木 渡　辺　悠　生 泰 3.  6

佐和田 八幡町 伊　藤　柚　璃 昭彦 3.12
　〃 東大通 中　西　翔　太 忠善 3.18
金　井 泉 須　田　　　匠 学志 3.  5
　〃 千種 仲　川　翔　太 孝二 3.  6
　〃 千種 土　屋　　　琉 勇輔 4.  2
新　穂 下新穂 計　良　聡　美 朋尚 3.  3
畑　野 栗野江 中　川　流　弥 大輔 3.  4
　〃 畑野 今　井　そ　ら 章 3.12
　〃 栗野江 細　野　葉　月 真二 3.18
　〃 畑野 中　川　友　輝 政男 3.23
　〃 畑野 細　野　我　至 和人 3.23
真　野 国分寺 笠　井　正　夫 徹 3.  8
　〃 田切須 佐々木　花　奈 伸彦 3.11
　〃 真野新町 森　﨑　はるの 翔 3.11
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佐渡市メール配信
サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
火災（建物のみ）防災・防
犯・通行止め・観光イベン
ト情報
アドレス sado@psmail.jp
お問い合わせ 市役所企画振興課
　　（情報政策係）　☎63─5139

行政の動きや島内各地の身近な話題を紹介します。
◇チャンネル
　アナログ放送：12ch（小木・羽茂・赤泊地区9ch）
　デジタル放送：112ch
◇毎週月～金曜日　17:00から放送
　【再放送】 19:30 ～、21:00 ～、22:00 ～、23:00 ～、

翌日6:30 ～
　 ※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。
◆市役所情報センター室　☎51-2030

●運行経路（往路）
乗車場所 １便 ２便 ３便 ４便

佐渡会館正面 18:00 18:30 19:00 19:30
相川支所下駐車場前 18:01 18:31 19:01 19:31
相川体育館前 18:02 18:32 19:02 19:32
相川郷土博物館前 18:03 18:33 19:03 19:33
相川病院前 18:05 18:35 19:05 19:35
※道遊線経由 ↓ ↓ ↓ ↓
北野神社最寄りバス停 18:08 18:38 19:08 19:38
相川中学校前 18:10 18:40 19:10 19:40
海士町 18:12 18:42 19:12 19:42
相川下戸 18:13 18:43 19:13 19:43
佐渡会館正面 18:15 18:45 19:15 19:45

●運行経路（復路）
乗車場所 5便 ６便 ７便

相川病院前 21:00 21:30 22:00
※道遊線経由 ↓ ↓ ↓
北野神社最寄りバス停 21:03 21:33 22:03
相川中学校前 21:05 21:35 22:05
海士町 21:07 21:37 22:07
相川下戸 21:08 21:38 22:08
佐渡会館正面 21:10 21:40 22:10
相川支所下駐車場前 21:11 21:41 22:11
相川体育館前 21:12 21:42 22:12
相川郷土博物館前 21:13 21:43 22:13
相川病院前 21:15 21:45 22:15

無料シャトルバス 会場周辺には駐車場がありませんので、
無料シャトルバスをご利用ください。

京
町
音
頭
流
し

宵
乃
舞
（
よ
い
の
ま
い
）

６月６日㈯ 午後₇時₃₀分～午後₉時₃₀分
※雨天時　翌7日に順延（7日雨天時は中止）

会場 相川京町通り・佐渡奉行所

お問い合わせ　宵乃舞実行委員会事務局　☎74‐2220

日時：5月28日㈭～5月30日㈯
会場： 二ツ亀周辺、国中平野、小木方面

の 3 か所を中心に島内全域で実施

　県内の高校生約 300 人が一堂に集まり佐
渡を舞台に風景や人物などを撮影する大会
です。生徒のみなさんへの暖かいお声掛け
や、被写体（モ
デル）のお願
いがありました
ら、撮影への
ご協力をお願
いします。

お問い合わせ
市役所観光課国際観光・誘致室

（合宿・体験学習誘致係）☎ 63-5116

佐渡の文化を
もっと知りたい 外国籍住民が強い意欲

　毎週日曜日・午後2時から佐
渡中央会館において実施して
いる日本語教室のボランティア
スタッフが中心となり、外国籍住
民を対象とした日本料理教室
が3月22日に開催されました。市
内在住の中国、ブラジル、フィリ
ピンなどの出身者約30名の外国籍住民が参加しました。
　この教室を主催したのは、日本語教室を運営している団体「佐渡
国際交流ネットワーク協議会」で、佐渡に在住の外国籍住民の人々
に一日でも早く佐渡の生活に慣れてもらうため、料理教室のほか、交
通マナー指導、ごみ分別指導、商店街散策などのオリエンテーション
も同時に開催されました。オリエンテーションには、佐渡西警察署、河
原田本町商店街協同組合等の関係者からの協力もあり、内容の充
実したものとなりました。
　主催団体関係者は、誰もが住みやすいまちづくりの実現に向け
て、このような企画を定期的に開催していきたいと語っていました。
お問い合わせ　市役所企画振興課（離島交流係）☎63‐4152

新潟県高等学校文化連盟写真専門部主催
「第13回撮影大会・佐渡大会」が
 開催されます

第9回撮影大会・佐渡大会の作品

佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース




